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１．はじめに
　2009 年 4 月 1 日に改定された保育所保育指
針１）は，今までの局長通知から 2008 年 3 月に
厚生労働大臣による告示に切り替えられ，幼稚
園教育要領 2）と同じレベルに引き上げられた。
それに伴い，2008年 4月に解説書３）が示された。
従来の養護機能に加え，教育機能を持つことが
明記された。また，幼稚園教育要領も 2009 年
4 月に改訂され，いくつかの項目が追加された。
幼稚園教育要領解説４）の領域健康に追加され
たポイントを要約すると，一つ目は心身の健康，
取り分け運動の充実，二つ目は食育への言及，
三つ目は生活習慣に関する指導，が示されてい
る。このことから，改訂された保育所保育指針
と幼稚園教育要領の保育 5領域「健康」の「ね
らい」及び「内容」を比較すると，保育所保育
指針の「⑤健康な生活のリズムを身に付け，楽
しんで食事をする」という項目が，幼稚園教育
要領では 2 項目「（5）先生や友達と食べるこ
とを楽しむ」「（6）健康な生活のリズムを身に
付ける」となっている。保育所では 2005 年の
「食育基本法」5）の成立後，「食育」への取り組
みが推進されており 6），幼稚園においても幼稚
園教育要領改訂により食育への充実が期待され
る。
　領域健康に付け加えられた３つのポイントの
背景は，運動能力の低下７），食の危機感８），生
活習慣の乱れ９）が深刻な状況にあることであ
る。また，日本体育大学が 1979 年から実施し
ている「子どものからだの調査」2010 年の結
果によると，保育所では「皮膚がカサカサ」「す
ぐ疲れたという」「保育中，じっとしていない」
「背中ぐにゃ」「アレルギー」，幼稚園では「ア
ルルギー」「すぐ疲れたという」「背中ぐにゃ」
「ぜんそく」「自閉的傾向」のそれぞれ 5項目が，
保育所と幼稚園で「最近増えている」という“か
らだのおかしさ”の“実感”ワースト５となっ
た 10）。これら全ての項目は，60％を超える回
答者が「最近増えている」と実感している。
　本研究では，保育所に勤務する３～５歳児の
担任が，クラスの子ども達を観察して，運動や
からだ，食，生活習慣に関連する質問項目に対
して「多い」「少ない」等，どの程度実感して
いるかを回答してもらい，幼児の現状を考察す
るものである。また，因子分析を行い求められ
た結果を基に３～５歳児の年齢別の検討をし
た。
２．方法
　調査の対象は，平成 23 年上越市公立保育園
職員研修会（10 月），新潟市健康福祉部保育課
主催「保育園合同研修会」（10 月），新潟市南
区健康福祉課主催「南区研修会」（10 月・11 月）
の参加者計 336 人，新潟市東区保育所 33 園計
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200 人合計 536 人とした。新潟市東区保育所は
郵送により回収し，それ以外は研修会終了後に
回収を行った。期間は 2011 年 10 月～ 12 月中
旬までとし，質問紙法により調査を行った。有
効回答者数 444 人（有効回答率 82.8％）の内，
保育所で 3～ 5歳児を担任している 273 人を分
析対象とした。
　調査の項目は，過去 11）に実施したアンケー
トを参考に精査・検討を加え決定した。内容は，
「長く走られない」「好き嫌いが多い」「疲れる
（た）とすぐ言う」「朝からあくびをする」等の
運動やからだ，食，生活習慣についての 52 項
目である。担任する子ども達を考えて各項目に
対してどのように感じているかを「非常に多い：
５」「多い：４」「少ない：３」「非常に少ない：
２」「いない：１」の５段階評定により回答を
求め，保育者が園児を観察した時の実感調査を
行った。
　調査の集計および分析には，SPSSVer.18
forMac，MicrosoftExcel2011forMac を使用
した。
３．結果および考察
　3.1．全回答者による項目平均値
　調査回答者の 273 人を分類すると，性別は
男性 17 人（6.2％）女性 256 人（93.8％），経
験年数は平均値 9.77 年（SD8.93）中央値 7.0
年，年齢は 20 歳代 141 人（51.6％）30 歳代 75
人（27.5％）40 歳代 26 人（9.5％）50 歳代 31
人（11.4％），担任するクラスは３歳児 89 人
（32.6％）４歳児 90 人（33.0％）５歳児 94 人
（34.4％）であった。
　図１－１・２は，アンケート項目の全調査回
答者の割合と平均値を表した。なお，欠損値が
認められる場合もあるため，回答人数（N）を
図中に表した。平均値が「少ない」の「３」よ
りも高い項目は 22 項目あり，「43．じっとして
いられない（平均値：3.79）」「44．静かに待つ
ことができない（3.74）「45．注意力不足（3.65）」
「３．長く走られない（3.57）」「41．座ってい
るときの姿勢が悪い（3.49）」「20．疲れる（た）
とすぐ言う（3.32）」「48．活動中に周りが見え
ず，ぶつかる（3.31）」「５．長く歩きたがらな
い（3.28）」「42．立っているときの姿勢が悪い
（3.26）」「２．速く走られない（3.22）」が上位
10 項目であった。2003 年の調査の上位 5項目
は「好き嫌いが多い」「部屋で遊ぶ」「静かに待
つことができない」「偏食をする」「注意力不足」
であった 11）。2003 年に上位にあった食に関す
る項目は，本調査では「好き嫌いが多い」が
11 番目，「偏食をする」が 16 番目となっている。
　2005 年に食育基本法５）が施行されて以来，
食育の関心が高まり保育にも取り入れられ , 家
庭への働きかけ 12）が功を奏した感がある。
　また，「長く走られない」「長く歩きたがらな
い」「速く走られない」等にあるような項目は，
運動や遊びの経験を通して培われていく内容
で，行動を起動，持続，調整する能力の向上が
望まれる。加えて「じっとしていられない」「静
かに待つ」「注意力不足」「姿勢が悪い」などに
見られる項目は，体力の精神的要素である意志，
適応，意欲の育ちが必要である。このことを保
育者が理解し，意図的に働きかける必要性があ
るのではないかと考えられる。
　3.2．各年齢担任回答による項目平均値
　平均値が「少ない」の「３」よりも高い項目
を各年齢別に表した。表１－１は３歳児担任回
答者，表１－２は４歳児担任回答者，表１－３
は５歳児担任回答者から求めた平均値 3.0 以上
の項目である。３歳児は 26 項目，４歳児は 22
項目，５歳児は 13 項目であった。
　３～５歳児の平均値 3.0 以上の項目は，年齢
が上がるとともに項目数が減少した。その中に
あって上位３項目の「43. じっとしていられな
い」「44．静かに待つことができない」「45．注
意力不足」は，順位の上下はあったものの共通
していた。園内での運動遊び，身体表現，ごっ
こ，生活行動（食事など），描画，製作，読み
聞かせ等では，保育者からの援助や保育者の模
倣により活動に広がりが生まれ，発現される機
会が増える。このような活動では，子ども達が
話を聞いたり，待ったり，我慢などしたりする
ことが求められる場面が多々見られる。上位３
項目からは，活動内容や状況に応じて「じっと
していよう」「静かにしていよう」「注意しよう」
などの意志発動を起こさない子どもが，各年齢
に多いことが浮き彫りになった。
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図 1−1．全回答者による回答割合と平均値（1） 
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図 1-2．全回答者による回答割合と平均値（2）  
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　また，３歳から５歳にかけて上昇した項目が
唯一「15．どうせ負けるから，やりたくない
と言う」３歳児（N=89，平均値 2.11）４歳児
（N=90，平均値 2.51），5 歳児（N=94，平均値
2.54）であった。運動や遊びの場面においては，
集団でも個人でも勝敗を競う遊びが多い。年齢
が上がるに従って幼い頃から積み重ねられた経
験によって，得手不得手を感じてしまう。運動
や遊びの場面で自己の優劣を認識してしまうこ
とにより，運動や遊び，競争の回避が働いてし
まうのかもしれない。勝敗にとらわれることの
ない運動や遊びの取り組みを保育に組み込みな
がら，運動意欲や運動好奇心を育て見守る必要
性が感じられる。
　3.3．実感調査の因子分析
　アンケートの記述の中に，「設置していなかっ
たり，使用できなかったりする環境もある」と
の回答が複数見られた「9．階段の昇り降りが
下手」「17．鉄棒を怖がる」「18．跳び箱を怖がる」
「50．ブランコがこげない」の４項目，平均値
が「非常に少ない」の 2.0 以下の「14. 汗をか
くのを嫌う」「32．オムツがとれない」の２項
目を除外した平均値，標準偏差を算出し，天井
効果およびフロア効果の見られる項目を確認し
た。天井効果およびフロア効果は，認められ
なかった。なお，欠損値があった 25 人を除い
た 248人を分析対象とした。KMO測定は 0.89，
Bartlett 検定により，因子分析の妥当性が保証
された（p<0.001）。
　次に，46 項目に対して主因子法による因子
分析を行った。固有値の変化は13.56，2.97，2.58，
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1.97，1.74，1.68…というものであり，４因子
構造が妥当であると考えられた。そこで，再度
４因子を仮定して主因子法・Promax 回転によ
る因子分析を行った。その結果，十分に因子負
荷量を示さなかった 23 項目を分析から除外し，
再度主因子法・Promax 回転による因子分析を
行った。Promax 回転後の最終的な因子パター
ンと因子間相関を表２に示す。なお，回転前
の４因子で 23 項目の全分散を説明する割合は
61.10％であった。
　第 1因子は６項目で構成されており，「じっ
としていられない」「静かに待つことができな
い」「注意力不足」など，姿勢を制御・保持したり，
活動時に注意を払ったりする項目が高い負荷量
を示した。そこで「がまん・集中」因子と命名
した。
　第 2因子は８項目で構成されており，「転ん
だ時に手が出ない」「走り方が下手」「歩き方が
下手」など，歩く・走るという基礎的な運動に
おいて，遊びや運動経験に左右される項目や，
身を守るために身につけておいて欲しい反応の
項目が高い負荷量を示していた。そこで「基礎
運動・身体防御」因子と命名した。
　第 3 因子は４項目で構成されており，「アト
ピー」「アレルギー」「ぜんそく」など皮膚に関
することやアレルギー関連に関する項目が高い
負荷量を示した。そこで「生体反応」因子と命
名した。
　第 4因子は４項目で構成されており，「偏食
をする」「好き嫌いが多い」など，食事に関す
 6
 表２．実感調査の因子分析結果 
 
 次に，46 項目に対して主因子法による因子
分析を行った。固有値の変化は 13.56，2.97，
2.58，1.97，1.74，1.68…というものであり，
４因子構造が妥当であると考えられた。そこ
で，再度４因子を仮定して主因子法・Promax
回転による因子分析を行った。その結果，十
分に因子負荷量を示さなかった 23 項目を分
析から除外し，再度主因子法・Promax 回転
による因子分析を行った。Promax 回転後の
最終的な因子パターンと因子間相関を表２に
示す。なお，回転前の４因子で 23 項目の全
分散を説明する割合は 61.10％であった。 
 第 1 因子は６項目で構成されており，「じ
っとしていられない」「静かに待つことができ 
 
 
ない」「注意力不足」など，姿勢を制御・保持
したり，活動時に注意を払ったりする項目が
高い負荷量を示した。そこで「がまん・集中」
因子と命名した。 
 第 2 因子は８項目で構成されており，「転
んだ時に手が出ない」「走り方が下手」「歩き
方が下手」など，歩く・走るという基礎的な
運動において，遊びや運動経験に左右される
項目や，身を守るために身につけておいて欲
しい反応の項目が高い負荷量を示していた。
そこで「基礎運動・身体防御」因子と命名し
た。  
 第 3 因子は４項目で構成されており，「ア
トピー」「アレルギー」「ぜんそく」など皮膚
− 135 −
保育士が保育所（園）児を観察した時の実感調査
る項目が高い負荷量を示した。そこで「食の偏
り」因子と命名した。
　実感尺度の４つの下位尺度に相当する項目の
平均値（項目数で除した値）を算出し，「がまん・
集中」下位尺度得点（平均値3.52，SD0.70），「基
礎運動・身体防御」下位尺度得点（平均値3.10，
SD0.60），「生体反応」下位尺度得点（平均値
2.59，SD0.77），「食の偏り」下位尺度得点（平
均値3.04，SD0.66）とした。内的整合性を検
討するために下位尺度のα係数を算出したとこ
ろ「がまん・集中」でα =.89，「基礎運動・身
体防御」でα=.85，「生体反応」でα=.85，「食
の偏り」でα =.81 と十分な値が得られた。下
位尺度間相関を表３に示す。４つの下位尺度は
互いに有意な正の相関を示した。「がまん・集中」
と「基礎運動・身体防御」，「基礎運動・身体防
御」と「食の偏り」，「がまん・集中」と「食の
偏り」にかなり相関があった。
　一般に，基礎的運動能力は遊びを通した様々
な動きから段階を得て獲得するものであり，自
分の身を危険から守り安全にすることにもつな
がると考えられる 13）。園内での活動を通して
年齢が上がるにしたがい，個から集団で遊ぶ機
会が増え，運動量の増加や遊びの質が向上する。
このことにより，歩く・走るという基礎運動や
バランスの保持，怪我への回避能力が向上する。
加えて，運動や遊び，行事等で順番を待ったり
話を聞いたりしなら，我慢をする時の理解や経
験をする。
　また，子ども達は，運動や遊びによる消費エ
ネルギー増加からくる空腹感という生理的現象
を覚える。保育者による食育計画 14）や給食指
導から得られる食への意欲，興味，関心により
偏りが改善される。このように保育での活動の
中身を考えると「がまん・集中」，「基礎運動・
身体防御」，「食の偏り」は関連が強くなること
が考えられる。
　3.4．年齢別による検討
　３歳児（83 人），４歳児（78 人），5歳児（87
人）の３つのカテゴリーにおいて「がまん・集中」
「基礎運動・身体防御」「生体反応」「食の偏り」
下位尺度得点が異なるかどうかを検討するため
に，一元配置分散分析を行った。４群の下位尺
度得点の平均値を図２に示す。分散分析の結果，
「がまん・集中」の得点差は５％水準で有意で
あ っ た（F（2,245）=4.38，p<.05）。Tucky の
HSD 法による多重比較を行ったところ「４歳
児」と「５歳児」との５％水準有意な得点差
が見られた。「基礎運動・身体防御」の得点差
は１％水準で有意であった（F（2,245）=5.68，
p<.01）。TuckyのHSD法による多重比較を行っ
たところ「３歳児」と「５歳児」との５％水準
有意，「４歳児」と「５歳児」との１％水準有
意な得点差が見られた。「生体反応」の得点差
は有意ではなかった（F（2,245）=0.66，n.s.）。「食
の偏り」の得点差は 0.1％水準で有意であった
（F（2,245）=8.03，p<.001）。Tucky の HSD 法
による多重比較を行ったところ「３歳児」と「５
歳児」との 0.1％水準有意，「４歳児」と「５歳
児」との５％水準有意な得点差が見られた。
　保育所では，保育の中で多くのことを体験し，
学ぶ機会に恵まれている。保育所では０歳児，
３歳児未満のクラスも増え保育期間も長くなっ
て来ている。このように，早期に保育を受ける
環境が整いつつある中で，担任が子ども達を観
察した時の実感を下位尺度得点差で検討したと
ころ，特徴的な事象が求められた。４因子の下
位尺度得点は，３～５歳児全てにおいて「がま
ん・集中」下位尺度が他の下位尺度得点よりも
高いことが分かった。3歳児と 4歳児では「基
礎運動・身体防御」「食の偏り」下位尺度得点
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に関することやアレルギー関連に関する項目
が高い負荷量を示した。そこで「生体反応」
因子と命名した。 
 第 4 因子は４項目で構成されており，「偏
食をする」「好き嫌いが多い」など，食事に関
する項目が高い負荷量を示した。そこで「食
の偏り」因子と命名した。 
 実感尺度の４つの下位尺度に相当する項目 
の平均値（項目数で除 値）を算出し，「が
まん・集中」下位尺度得点（平均値 3.52，
SD 0.70），「基礎運動・身体防御」下位尺度
得点（平均値 3.10，SD 0.60），「生体反応」
下位尺度得点（平均値 2.59，SD 0.77），「食
の偏り」下位尺度得点（平均値 3.04，SD 0.66）
とした。内的整合性を検討するために下位尺
度のα係数を算出したところ「がまん・集中」
でα=.89，「基礎運動・身体防御」でα=.85，
「生体反応」でα=.85，「食の偏り」でα=.81
と十分な値が得られた。下位尺度間相関を表
３に示す。４つの下位尺度は互いに有意な正
の相関を示した。「がまん・集中」と「基礎運
動・身体防御」，「基礎運動・身体防御」と「食
の偏り」，「がまん・集中」と「食の偏り」に
かなり相関があった。 
 一般に，基礎的運動能力は遊びを通した
様々な動きから段階を得て獲得するものであ
り，自分の身を危険から守り安全にすること
にもつながると考えられる１３）。園内での活
動を通して年齢が上がるにしたがい，個から
集団で遊ぶ機会が増え，運動量の増加や遊び
の質が向上する。このことにより，歩く・走
るという基礎運動やバランスの保持，怪我へ
の回避能力が向上する。加えて，運動や遊び，
行事等で順番を待ったり話を聞いたりしなら，
我慢をする時の理解や経験をする。 
 また，子ども達は，運動や遊びによる消費 
 
 
エネルギー増加からくる空腹感という生理的
現象を覚える。保育者による食育計画１４）や
給食指導から得られる食への意欲，興味，関
心により偏りが改善される。このように保育
で 活動 中身を考えると「がまん・集中」，
「基礎運動・身体防御」，「食の偏り」は関連 
が強くなることが考えられる。 
 
 3.4．年齢別による検討 
 ３歳児（83 人），４歳児（78 人），5 歳児
（87 人）の３つのカテゴリーにおいて「がま
ん・集中」「基礎運動・身体防御」「生体反応」
「食の偏り」下位尺度得点が異なるかどうか
を検討するために，一元配置分散分析を行っ
た。４群の下位尺度得点の平均値を図２に示
す。分散分析の結果，「がまん・集中」の得点
差は５％水準で有意であった（F(2,245)=4.38，
p<.05）。Tucky の HSD 法による多重比較を
行ったところ「４歳児」と「５歳児」との５％
水準有意な得点差が見られた。「基礎運動・身
体防御」の得点差は１％水準で有意であった
（F(2,245)=5.68，p<.01）。Tucky の HSD 法
による多重比較を行ったところ「３歳児」と
「５歳児」との５％水準有意，「４歳児」と「５
歳児」との１％水準有意な得点差が見られた。
「生体反応」の得点差は有意ではなかった
（F(2,245)=0.66，n.s.）。「食の偏り」の得点
差 は 0.1 ％ 水 準 で 有 意 で あ っ た
（F(2,231)=8.03，p<.001）。Tucky の HSD
法による多重比較を行ったところ「３歳児」
と「５歳児」との 0.1％水準有意，「４歳児」
と「５歳児」との５％水準有意な得点差が見 
られた。 
 保育所では，保育の中で多くのことを体験
し，学ぶ機会に恵まれている。保育所では０
歳児，３歳児未満のクラスも増え保育期間も
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が 3.0 を上回っている。保育現場では，差こそ
あれ「多くも無ければ少なくもない」程度の子
どもがいるということを実感する結果であっ
た。特に４歳児は５歳児と比べてその傾向が強
かった。また，年齢間に有意な差が認められた
「がまん・集中」「基礎運動・身体防御」「食の
偏り」下位尺度は，いずれも５歳児が低い結果
となっている。このことは，保育所での保育を
通して 5歳児までに得られた身体や心の成長に
起因するところが大きい。幼児には身につけ改
善や獲得して欲しい内容でもある。保育者は幼
児の身体活動を行う際，運動能力の向上や生活
リズムの改善を促すことを意識している 15）と
いう。子どもの発育と発達を見据えた保育の充
実によりこれらの項目の実感値が今後低くなる
ことを期待する。
　子どものからだの調査 2010（“実感”調査）
10）によるワースト５は，保育所 1 位（皮膚が
カサカサ），2位（すぐ「疲れた」と言う），３
位（保育中，じっとしていない）・（背中ぐにゃ）・
（アレルギー），幼稚園１位（アレルギー），２
位（すぐ「疲れた」と言う），３位（背中ぐにゃ），
４位（ぜんそく），５位（自閉的傾向）となっ
ており，異なる傾向が出ている。本研究は，保
育所の３～５歳児担任を対象とした検討を行っ
たが，幼稚園での実感調査による検討の必要性
を感じる。対象者を増やしての調査検討は次回
の課題としたい。
４．まとめ
　新潟県内の保育所で 3～ 5歳児を担任してい
る 273 人を分析対象とした。調査項目は，運動
やからだ，食，生活習慣についての 52 項目。
担任する子ども達を考えて各項目に対してどの
ように感じているかを５段階評定により回答を
求め，保育者が園児を観察した時の実感調査を
行った。結果，次の知見を得た。
１）「少ない」と実感した「３」を超えた項目は，
３歳児は 26 項目，４歳児は 22 項目，５歳児は
13 項目であった。３～５歳児の上位３項目は
「じっとしていられない」「44．静かに待つこと
ができない」「45．注意力不足」であった。
２）因子分析の結果，第 1因子は「がまん・集中」
因子，第２因子は「基礎運動・身体防御」因子，
第３因子は「生体反応」因子，第４因子は「食
の偏り」因子と命名した。「がまん・集中」と「基
礎運動・身体防御」，「基礎運動・身体防御」と「食
の偏り」，「がまん・集中」と「食の偏り」にか
なり相関があった。
３）一元配置分散分析の結果，「がまん・集中」
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長くなって来 このように，早期に保
育を受ける環境が整いつつある中で，担任が
子ども達を観察した時の を下位尺度得点
差で検討したところ，特徴的な事象が求めら
れた。４因子の下位尺度得点は，３〜５歳児
全てにおいて「がまん・集中」下位尺度が他
の下位尺度得点よりも高いことが分かった。
3 歳児と 4 歳児では「基礎運動・身体防御」
「食の偏り」下位尺度得点が 3.0 を上回って
いる。保育現場では，差こそあれ「多くも無
ければ少なくもない」程度の子どもがいると
いうことを実感する結果であった。特に４歳
児は５歳児と比べてその傾向が強かった。ま
た，年齢間に有意な差が認められた「がまん・
集中」「基礎運動・身体防御」「食の偏り」下
位尺度は，いずれも５歳児が低い結果となっ
ている。このことは，保育所での保育を通し
て 5 歳児までに得られた身体や心の成長に起
因するところが大きい。幼児には身につけ改
善や獲得して欲しい内容でもある。保育者は
幼児の身体活動を行う際，運動能力の向上や
生活リズムの改善を促すことを意識している
１５）という。子どもの発育と発達を見据えた
保育の充実によりこれらの項目の実感値が今
後低くなることを期待する。 
 子どものからだの調査 2010（“実感”調査） 
 
 
１０）によるワースト５は，保育所 1 位（皮膚
がカサカサ），2 位（すぐ「疲れた」と言う），
３位（保育中，じっとしていない）・（背中ぐ
にゃ）・（アレルギー），幼稚園１位（アレルギ
ー），２位（すぐ「疲れた」と言う），３位（背
中ぐにゃ），４位（ぜんそく），５位（自閉的
傾向）となっており，異なる傾向が出ている。
本研究は，保育所の３〜５歳児担任を対象と
した検討を行ったが，幼稚園での実感調査に
よる検討の必要性 感じる。対象者を増やし
ての調査検討は次回の課題としたい。 
 
４．まとめ 
 新潟県内の保育所で 3〜5 歳児を担任して
いる 273 人を分析対象とした。調査項目は，
運動やからだ，食，生活習慣についての 52
項目。担任する子ども達を考えて各項目に対
してどのように感じているかを５段階評定に
より回答を求め，保育者が園児を観察した時
の実感調査を行った。結果，次の知見を得た。 
１）「少ない」と実感した「３」を超えた項目
は，３歳児は 26 項目，４歳児は 22 項目，５
歳児は 13 項目であった。３〜５歳児の上位３
項目は「じっとしていられない」「44．静かに
待つことができない」「45．注意力不足」であ
った。 
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保育士が保育所（園）児を観察した時の実感調査
の得点差は５％水準で有意であった。「基礎運
動・身体防御」の得点差は１％水準で有意であっ
た。「生体反応」の得点差は有意ではなかった。
「食の偏り」の得点差は 0.1％水準で有意であっ
た。４因子の下位尺度得点は，３～５歳児全て
において「がまん・集中」下位尺度が他の下位
尺度得点よりも高いことが分かった。
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